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１．はじめに
韓国の大学進学率は、世界でも最高レベルに達しており、OECD の統計（₂₀₁₀年度－
文部科学省 ₂₀₁₂『教育指標の国際比較平成₂₄年度版』）では₇₉．₀％（純大学進学率）の者
が大学に進学している。同年の日本における大学進学率は₅₇．₈％であるのに比べ、韓国の
それは非常に高い数字となっている。日本の大学レベル進学率は OECD 諸国の平均より
低く、₃₅カ国中₂₄位、韓国は₁₀位である（OECD ₂₀₁₂）。くらいで、また、韓国における
₁₉₉₀年の進学率が₃₃．₂％であったのだから、₂₀年間で倍増した計算になる（最高は₂₀₀₈年
の₈₃．₈％）。こうした近年における韓国の大学進学率の伸びは、大きな注目を集めている。
日本における韓国高等教育に関する研究では、馬越（₁₉₉₅、₂₀₁₀他）による優れた研究
が積み重ねられてきたものの、今日、このような高等教育機関への進学率によって注目さ
れるまで、それほど目が向けられてこなかった。近年における急速で目覚ましい大学進学
率の増加、さらには数々の大胆な改革によって、日本でも各方面から調査研究が蓄積され
てきている１）。
筆者は、これまで行ってきた女子大学研究をさらに進展させ、国際的な比較研究に取り
組むべく、今回、韓国の大学に目を向けることとした。世界一の規模を誇るとされる梨花
女子大学校をはじめとする韓国の女子大学を取り上げ、その歴史やカリキュラム、様々な
数量的データを整理し、日本との比較を行うつもりであった。それに先立ち、韓国の高等
教育の歴史や現況について、概略ではあっても把握しておく必要があると考えて研究に着
手し、手探りで進めていったのである。ところが、これまでの高等教育についての知見は
どうしてもアメリカの研究や動向が中心となり、韓国やアジアの国々の今日的現状、高等
教育政策やその社会的背景などについて十分に知識がなく、理解をしていないことを思い
知らされることとなった。そこで本稿では、女子大学を調査し、比較・検討に入る前段階
の作業として、第二次大戦後における韓国の高等教育政策を概観するとともに、近年にお
ける大学校（韓国では一般に４年制総合大学を大学校と称するが、以下では大学とする）
の変化を数量的データから概観し、現在の大学（校）リストを作成して現況の把握をする
こととした。
以下の構成は次のようになる。１）まず、日本語による研究成果をもとに、第二次世界
大戦後、日本の植民地支配から独立して後の大韓民国の高等教育政策の概略を整理する。
２）近年（特に₁₉₉₀年以降）における高等教育機関への進学率、大学数や学生数の経年変
化とその要因を、統計データと高等教育政策から確認する。３）韓国の４年制大学校の一
覧表を作成し、漢字表記の大学名や学生数などの現況を示す。管見では、₁₉₉₇年に発刊さ
れた『韓国大学全覧』を除いて、漢字表記で韓国大学を確認できるものを見つけることが
できなかったので、漢字と英語表記で大学を示し、学生数などのデータを加えた簡単な一
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覧表を作成した。
２．WWⅡ後の韓国の高等教育政策
ここでは、韓国が日本の支配から解放されて後、今日までの高等教育政策の特徴と変遷
を、馬越の著作（₁₉₉₅、₂₀₁₀）を主たる拠り所として、韓国における統治（共和国）ごと
にたどっていく。高等教育に関する主な法制度や政策、それに伴う出来事は、表１に経年
の一覧表としてまとめた。
⑴　アメリカ統治下（1945～1948）
日本の統治から解放され、現在の韓国はアメリカの統治下におかれた。それまで唯一の
大学であった京城帝国大学は、京城大学へと名称変更が正式になされた（₁₉₄₅年₁₀月₁₆
日）。その後、旧京城帝国大学のみならず、京畿道内にあった官立専門学校９校などと統
合して、総合大学を設立するという方針が立てられたのである。そうして、₁₉₄₆年８月に
「国立ソウル大学校設立法」を公布し、₁₀月には開校式も挙行されたが、学生、教員双方
から反対闘争やストライキが繰り広げられ、翌年７月にようやくの決着を見るまで紛争は
続いた。当局の政策、態度が曖昧であったことや、大学側と専門学校側の既得権争い、理
事会のあり方や、米軍当局への感情など、複雑な要因がからんでいたとされる。
戦前の朝鮮半島では、一つの官立大学しか大学として認められていなかったが、ようや
く市民たちが自らつくり、「民族の学校」として近代の教育の推進を支えてきた私立専門
学校が大学（校）への昇格を果たすこととなったのである。大学設置許可の申請が殺到
し、文教部は₁₉₄₆年８月に延喜大学校、高麗大学校、梨花女子大学校の３大学校を認可し
た。いずれも歴史のある私立学校である。その後も大学の認可がなされ、表１中に示した
ように、₁₉₄₇年₁₁月の段階で、国立４、公立４、私立₁₂の大学校の設置が認可されてい
た。
⑵　第一共和国（1948～1960）
₁₉₄₈年に大韓民国として独立し、翌年₁₂月には「教育法」が公布され、新たな教育制度
が正式にスタートした。その法律において大学は、初級大学（２年）、大学（４～６年の
単科大学）、大学校（４～６年の総合大学）の三つから構成されることとなった。その矢
先、₁₉₅₀年に朝鮮戦争が勃発し、高等教育の整備は少なからず滞ることとなるが、大学生
には徴兵保留措置が適用されたので、戦争中であっても学生数は増加した。特に₁₉₅₂年か
ら₅₄年は「大学ブーム」と称され、₁₉₅₀年に₅₅校であったものが₁₉₅₅年には₇₁校まで膨れ
上がった（馬越 ₁₉₉₅、₁₇₆頁）。私立を中心に大学がつくられて、そこでは定員の大幅な
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水増し入学なども平然と行われ、質の低下を招いたとされる。また同時期、₁₉₅₁年にソウ
ルへの一極集中というアンバランスを是正するため「一道・一国立大学」の方針が出さ
れ、₅₃年までに７国立大学が新設された。
こうした私学を中心とする安易な大学の増設は「大学の企業化」であり、質の低下を招
くとの批判を受け、政府は₁₉₅₅年に「大学設置基準令」を制定して、大学設置の規制に乗
り出した。既設の大学にも適用するが、それには６年の猶予をもたせている。これによ
り、表１中の表１⊖１（₁₉₅₅～₅₈）にあるように、₁₉₅₈年には大学の数が前年比で₂₃校
（内、私立₂₂校）も減少して₅₆校となり、₁₉₅₀年と同水準にまで落ち込む結果となった。
そこですぐさま「基準令」の適用を緩和したため、再び大学数は増加していくことにな
る。
朝鮮戦争後、反共の砦として韓国を位置づける戦略もあり、アメリカは韓国に対して大
きな規模の教育援助を続けていった。その一つがソウル大学・ミネソタ大学協定（₁₉₅₄年
開始）であり、大学教員をアメリカに留学させ、博士号を取らせるなどしていった。これ
が韓国の大学教員の質を上げ、高等教育をリードしていく人材を作っていったとされる。
しかしながら、それはソウル大学校を中心とするごく一部の大学の教員に限られていた。
⑶　第二共和国～第三共和国：朴正熙政権前半（1960～1972）
民主化運動により李承晩を国外へと追いやったが、その後誕生した政権は脆弱で、翌
₁₉₆₁年には軍事クーデターによる革命政権が成立した。以後、₁₉₈₀年まで軍事政権が続く
こととなる。また、₁₉₆₂年からは「経済５か年計画」の第一次計画が実行され、₁₉₇₀年代
からの経済成長の基盤づくりが進められていった時期でもある（KEDI ₂₀₁₁）。
この軍事革命政権は₁₉₆₁年に「教育に関する臨時特例法」を出し、「大学の統廃合」「大
学の入学・卒業の国家管理」を含めたドラスティックな改革内容を示し、強権的に推し進
めていこうとした（それまでの教育法および教育公務員法の効力を一時停止）。これまで
の無計画ともいえる大学政策に対し、大きな変革をもたらすことになった。しかし、余り
に急速で強引な改革のあり方は、大学をはじめ社会からも強い反発を招くこととなったの
である。
₁₉₆₃年には形の上では民政に移行（第三共和国）し、朴正熙が大統領となったものの、
事実上は軍事政権が続く。軍事革命政権下での急速で強権的なやり方を反省し、経済開発
計画や調査に基づいて高等教育政策を練り、実行に移していくようになる。この頃の大き
な課題は、私立学校の学生定員超過、その教育の質、ソウルへの一極集中と大きな地域格
差、大学校（４年制総合大学）偏重、さらには文科系学科の比重の高さなどであった。国
家の自立と経済成長を目指した政権は、こうした国家目標と絡めながら、長期計画に基づ
いた高等教育政策を実行していった。
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表１．韓国の高等教育政策に関する年表
統治（大統領） 出来事 年 政　　　　策
アメリカ統治
～48
1945
1946 国立ソウル大学校設置法
1947 全20大学（国立４、公立４、私立12）
　国立：ソウル、大邱農業、大邱師範、釜山水産　　公立：大邱医科、光州医科、裡里農業、春川農業
　私立：延禧、高麗、梨花女子、東国、成均館、センブラス医科（後、延世）、中央女子（後、中央）
　　　　ソウルカソリック、国学、檀国、清州商科、大邱文理、
第一共和国
（李承晩）
（独立） 1948
1949「教育法」の制定（高等教育機関：初等大学、大学、大学校の三種類）
朝鮮戦争
～53
1950 　　　　この年における大学数55校（ソウル中心） → 是正のため国立大学を全国に設立へ
1951
1952 大学創設ブーム（～54）
1953 　　　　＊1951︲53　全国に７国立大学創設（慶北、全北、全南、済州、忠南、忠北、釜山）
　　　　＊「大学の企業化」だとして「亡国論」も叫ばれる
1954 ソウル大学・ミネソタ大学協定（～58）等、アメリカの援助
1955「大学設置基準令」（既設６年猶予）制定し設置規制
1956 　　　その結果、1958年には大学数が減少した（右表）→
1957
1958 　　　大学減少（右）と批判により「基準令」の適用緩和
1959 　　　→　そのため再び大学増加に
第二共和国（4月革命） 1960
軍事革命政権
（尹潽善60︲62）
軍政（61︲63）
1961「教育に関する臨時特例法」…軍事革命政権は「大学の統廃合」などドラスティックな改革案示す
「学校整備基準令」
1962 　　　　→　これに対しては大きな反発が起こり、政策修正へ
第三共和国
（朴正煕）
1963「私立学校法」：私立セクターにも法的要件設定
1964
1965「大学学生定員令」：理工系を重視した定員政策／定員超過に厳しい姿勢
　　　　（…72年の４年制在学生専攻比率は理科系59.7％となる）
◎1960年代後半から上記を含む様々な改革案（特に1968年「長期総合教育計画審議会」の影響）
60年代 1966 　　　・理系大学の創設 ︲ 経済発展の基礎固め
半ば 　　　・留学政策（朝鮮戦争後アメリカ中心に大学教員の送り込み…60年代後半がピーク）
～ 1967 　　　・地方大学の創設（ソウル偏重ではない均整のとれた発展）
90年代 　　　・実験大学の試み（自ら先導的な大学改革を…カリキュラム、卒業単位など柔軟に）
半ば 1968 　　　・大学入学予備考査開始（1968）（理工優先、地方国立優先、ソウルから地方へ）
まで ◎大統領令により1968年「長期総合教育計画審議会」発足（～72解散）
経済成長 1969 　　　中学校無試験入学措置…以降、大学進学希望者の大幅増加を
「漢江の奇跡」 1970 　　　「長期包括教育計画（案）」の提出（国家発展に求められる人材養成、定員緩和による
1971 　　　　　　高等教育の拡大、大学の質的保障、統制緩和と自律性確保等）
第四共和国 1972 　　　・実験大学　1973～1979に計39校
（朴正煕） 1973
1974 大学特性化プログラム（大学役割分担、地域振興）
高校平準化政策　始まる～
1975
1976
1977
1978 総量規制緩和（←社会的・経済的需要圧力）
朴正煕 1979 　→定員拡大路線へ（前年比３万人増）
暗殺 　→専門学校127校専門大学へ（18.5万増）
（崔圭夏︲80） 　＝高等教育の二元化（４年制＋実業系短期高等教育）
軍政 光州事件 1980 　　　　→　大学入学者を増やしたが、それでも５割弱が浪人
表1-2．実験校指定大学（年度ごと）
・高麗、西江、祟田、延世、梨花女子、仁荷、全南、
　中央、聖心女子、蔚山工（10大学）
・ソウル、慶北、檀国、忠南、啓明、韓国外（６大学）
・建国、釜山、淑明女子、亜洲工（４大学）
・成均館、全北、漢陽、国民、（４大学）
・慶熙、嶺南、圓光、弘益、釜山水産（５大学）
・東亜、朝鮮、慶尚（３大学）
・江原、公州師範、徳成女子、首都女子師範（後、世宗）
　済州、暁星女子（後、大邱カトリックに統合）、忠北（７大学）





表1-1．大学校の推移
年 国公立 私立 計
1955 13 58 71
1956 15 59 74
1957 17 62 79
1958 16 40 56
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参考・
統治（大統領） 出来事 年 政　　　　策 大学数
第五共和国 1981 ’80年代は、高等教育政策の大きな転換期 89
（全斗煥） 1982 　　　＊放送通信大学の独立・拡充（1982） 1982社会教育法＋幼児教育振興法（生涯教育の推進）
　　　＊新しい大学の創設（1982開放大学…有職社会人や専門学校卒者の受け入れ／教員大学校等） 97
80年代 1983 　　　＊単科大学→総合大学校（新設80年代：19校、90︲93年：20校） 98
高度経済 1984 　　　＊教育大学（２年制）→４年制 1984韓国大学教育協議会法（結成は1982） 99
成長期 1985 　　　＊大学院の拡充 1985大統領直属「教育改革審議会」設ける 100
1986 　　　＊私立大学の地方分散 　　　　↓ 100
1987 　　　　（ソウルの大学が地方に第二キャンパス） 1987報告書：生涯教育を含め教育先進国の道筋示す 103
第六共和国 オリンピック開催 1988 開放大学は、順次、産業大学校へ～1997 104
（盧泰愚） 1989 　　　　70年代終わり：延世、東国、成均館、漢陽、中央など 104
1990 　　　　80年代：高麗、建国、慶煕、祥明、公益などがセカンドキャンパスを地方に 107
1991 115
1992 121
（金泳三） 1993 　　　　総合大学化（大学校）が進む　　　（専門大学から産業大学校なども進む） 127
1994 大学総合評価制度開始（７年に一度）……　大学教育協議会 131
　　　　随意入試（推薦入試）の導入…以後、拡大
1995「教育改革法」制定：自由化進展（「5.31教育改革」…特に、大学設置要件が大幅に緩和） 131
OECD 加盟 1996 　　→　1996以降、大学設置が大幅増加（大学設置基準の最小化） 134
経済危機 1997「高等教育法」制定…７種類の高等教育 150
（金大中） （IMF介入） 1998 　　　　専門大学・産業大学の呼称の自由化（○○大学で通用） 158
1999 BK21（Brain Korea 21） Project：世界水準の大学院を育成し、優秀な研究人材養成→人的資源強国 158
2000 　　　　→　第一期（1999～2006）：大学院集中育成と地方大学の特性化、第二期（2006～12） 161
2001 　　　　サイバー大学の設立（　～2002） 162
2002 163
（盧武鉉） 2003 大統領直属・教育革新委員会　→　一極集中是正、機関の民主化・自由化 169
　　　　「高等教育の国際競争力強化政策」　研究強化 COE や産学連携
2004 大学構造改革方案（大学法人化や合併推進）　　　　「国家近郊発展特別法」 171
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まず₁₉₆₅年に「大学学生定員令」を出して、私立大学を中心とする定員超過の問題に厳
しく臨むとともに、文科系が多かった大学の定員を、理工系を重視したものへと変えて
いった。今後の経済発展、産業の近代化を見据えての大学定員策定であり、これ以後、大
学の入学定員増加は抑制されていくこととなる。この政策により、全高等教育機関卒業生
の専攻分野（文科・理科・師範）のうち理科系の占める割合は、₁₉₆₃年に₃₉．₆％であった
ものが、₁₉₇₃年には₄₂．₀％へと増加した。４年制大学に限れば、₁₉₇₂年度の在学生におい
て、理工系定員比率は₅₉．₇％となり、実に６割を占めるまでに急増した（馬越 ₁₉₉₅、₂₀₆
頁）。
さらに、国立ソウル大学校を基幹大学と位置付け、集中的に投資をした「ソウル大学校
総合化十ヵ年計画」、正規留学生および技術訓練生のアメリカを中心とする海外への留
学・派遣、調和のとれた発展をはかるため地方大学の定員増化などの政策が、次の₁₉₇₀年
代（第四共和国）にかけて実行されていった。
この期で特筆すべきことは、₁₉₆₈年、大統領令により「長期総合教育計画審議会」が発
足し（₁₉₇₂年解散）、₁₉₇₀年に「長期包括教育計画（案）」が提出されたことである。各種
調査により集めたデータと、国家の発展戦略に基づいて作られたこの計画は、向こう₁₅年
間に出現するであろう諸課題とそれへの具体的目標を示した。①国家発展に必要な高級人
材育成、②定員緩和による高等教育の拡大、③大学の質的保障、④高等教育機関への統制
緩和と自律化、⑤大学院の強化、などである（前掲書 ₂₀₂頁）。これらの具体的な表れは
₁₉₇₀年代なので、次の第四共和国にて扱うこととする。
₁₉₆₈年には「大学入学予備試験」が開始された。これは私立大学にも適用され、入学定
員の水増し増加防止に貢献するとともに、大学生の質を担保するものでもある。さらに、
受験志願者の地域的な偏りを是正し、マンパワー政策として専攻分野のコントロール（理
工系重視）を可能とするものでもあった。
特筆すべきこととして、もう一つ付け加えるなら、高等教育政策ではないが、₁₉₆₉年か
ら実施され始めた「中学校無試験入学措置」を挙げることができる。これにより、中学入
学希望者はほとんどが入学できるようになり、進学率は急上昇した。この下からの進学圧
力の増大は19₇₃年の「高校平準化」２）へと向かわせ、さらには₇₀年代後半に大学への進学
熱を急速に高めていくきっかけとなった。
⑷　第四共和国：朴正熙政権後半（1972～1980）
₇₀年代は、上で見た政策が実行されていった時期であった。ソウル大学校の総合化、地
方大学への定員増加（ソウル集中の解消、バランスのとれた発展）、国家のマンパワー政
策に沿った理工系専攻増加へのシフトなどである。
「実験大学」政策もそのうちの一つである。長期包括教育計画に示された目標の一つと
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してあり、高等教育への統制緩和と高等教育機関の自律化政策の一環といえる。文教部に
よる実験大学選定は高等教育機関の改革を推し進めるためであり、その目的として「大学
の自律的教育運営を認め、漸進的改革を原則とし自己改革能力のある大学をまず選定し、
この大学に先導的な改革の役割を担当させるのである」（劉 ₁₉₇₈、₂₁₈頁）とした。つま
り、入学定員管理や専攻のコントロール、地方への分散などは外から国家管理によって
行ってきたのだが、教育方法や内容といった改革については、国が外側から一律に、強権
的に行うのではなく、大学の内側から自律的に実行していけるようにしようとするもので
ある。その先駆けとして、いくつかの大学を指定し、実験的な試みを行い、他のモデルと
することが目的であった。具体的には、①重複科目などを洗い出して卒業単位を削減し、
そこで生じたゆとりを利用して授業の中身を充実させる、さらにはカリキュラムを改変す
ること、②入学者募集を学科から系列にし、大学に入学してから適性を探るような課程に
すること、③副専攻を導入し、学問間の関連を重視し、社会的ニーズに弾力的に対応でき
る学生を育成する、④能力に応じて卒業単位を弾力化し、卒業年限の短縮を可能にする、
といったことである（劉 ₁₉₇₈、馬越 ₁₉₉₅）。
₁₉₇₃年から₁₉₇₉年までの７年間、選定が続けられ、表１中の表１⊖２に示すように合計
₃₉校が実験大学の指定を受けた。馬越（₁₉₉₅）によれば、この期間に申請した大学は₇₈
校、当時の全４年制大学の₉₃％にのぼり、そのうちの₅₀％が認定されたことになる。結果
的に、伝統のある大学が選ばれ、予算配分がなされた。その結果、選定された大学はより
「エリート」化していき、大学選ばれなかった大学との格差が開いたとの指摘もなされ
る。あるいは本当に下からの自律的な改変につながったのかといった批判もきかれた。と
もあれ、一方的な官僚主導から、大学と行政の連携を探る、大学の自律的な取り組みを促
すといった試みがなされた意味は大きい。
この時期の量的な面での大きな変化は、₁₉₇₈年の大学入学定員の「総量規制緩和」がな
されたことである。先にみたように、₁₉₆₈年の中学校無試験制度、そして₁₉₇₃年に高校平
準化政策が導入（19₇₄年施行）されたことで、高校進学者が大幅に増加し、19₇₈年には高
卒者の₇₉．₉％が大学進学を希望するようになっていた。大学への入学志願者に対する入学
定員の割合は、₁₉₆₉年に₃₉．₉％であったものが、19₇₈年には₂₃．₉％まで小さくなった（馬
越 ₁₉₉₅、₂₃₈⊖９頁）。大学（４年制のみ）の総定員は、₁₉₆₈年の₁₂₉，₇₅₀人が、₁₉₇₈年に
は₂₄₃，₉₁₀人となり、₁₀年間で₁．₈₈倍に増加したにも関わらず、割合が縮小したのである
（前掲書、₂₄₅頁）。それだけ大学への進学希望熱は高まっていた。生徒や家族のみなら
ず、経済界も高等教育の拡大を望んでいたのである。
こうした状況から、政府は大学入学定員の規制緩和へと大きく舵を切り、大学への入学
定員の増加（約３万）の他、専門学校を専門大学としてその入学定員（約₇．₈万）を大学
入学定員に加えた。₁₉₇₈年の４年制大学入学定員₇．₆万にこの二つが加わると、₁₉₇₉年の
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総入学定員は₁₈．₅万人となり、入学定員は一挙に₂．₅倍に増加した計算となる。それでも
大学進学志願者の半分にすぎなかった（前掲書、₂₄₂, ₂₅₄頁）。
⑸　第五共和国（1981～1988）
₁₉₇₉年に朴正熙が銃弾に倒れた後、全斗煥を中心とする軍部が実質的な権限を握った。
翌年、光州で起きた民主化運動を弾圧し（光州事件）、さらに崔圭夏を辞任させて全斗煥
が大統領となって、₁₉₈₁年から第五共和国が始まった。第三、第四共和国同様、軍部出身
の政治家による政権が続いた。
₁₉₈₀年代は、韓国が高度経済成長を遂げた時期である。大学入学定員の量的緩和の流れ
と、経済の高度成長の流れに乗り、人々の大学志向はより高まり、韓国の高等教育は大き
な発展と遂げることとなった。全斗煥政権は「平生（生涯）教育」の振興に力を入れ、こ
れを促進した。₁₉₈₂年には社会教育法と幼児教育振興法を制定し、制度面から生涯教育を
保障していく措置をとった。さらに₁₉₈₅年には教育改革審議会をつくり、その報告書をも
とに生涯教育体制が整備されたのである。まず、継続教育の拡大でいうと、有職社会人が
学ぶための開放大学をつくった。選抜も書類選考のみ、授業形態も柔軟にした。その他、
放送通信大学を拡充・充実させるなど、勤労者が学びやすいよう高等教育機関を充実させ
ていった。
この他、まだまだ強まっていく大学進学熱に対応するため、大学（４年制単科大学＋大
学校）の新設（₈₀年代には₁₉大学の新設）、単科大学の総合大学化（３学部＋大学院）、教
育大学の４年制化、地域格差是正のためにソウルにある大学の地方分校（セカンド・キャ
ンパス）をつくるなど、高等教育機会の拡充策が継続して実行された。
⑹　第六共和国①（1988～1998　経済危機まで）
₁₉₈₇年６月₂₉日、与党の大統領候補の盧泰愚大統領候補が民主化宣言を行い、国民によ
る直接の大統領選挙や、民主化運動の象徴である金大中の赦免などを約束した。翌₁₉₈₈
年、直接選挙によって選ばれた盧泰愚が大統領となり、第六共和国がスタートする。この
年、ソウルオリンピックが開催され、国際社会でも民主国家として認められるようになっ
た。その後、₁₉₉₃年には元軍人ではない金泳三が大統領に就任して、久しぶりに文民政権
が誕生した。さらに韓国は₁₉₉₆年に OECD への加盟が認められ、先進国の仲間入りを果
たすが、翌年（₁₉₉₇）には経済危機に陥り、これまで長く続いてきた経済成長は止まっ
た。
高等教育では、この間も第五共和国期と同様、大学の総合大学化が続き、₁₉₉₀～₉₃年の
４年間で₂₀校が総合大学となった。つまり、３つ以上の学部をもち、大学院をもつように
なっていったのである。₁₉₉₃年には大学院の在籍者数は₁₀万人を突破し、大学院の整備も
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急速に進んだ。
₁₉₉₃年には元軍人の盧泰愚が去り、金泳三が大統領に就任して文民政権が誕生すると、
直接選挙で選ばれた文民大統領ということもあり、国民の反応を意識した政権運営が顕著
に現れるようになったとの指摘もある。馬越の言葉を借りれば、高等教育政策においても
「それまでの上意下達方式から需要者（国民）および当事者（大学人）中心方式への政策
転換がはかられた」（₂₀₁₀、₄₁頁）ことになる。例えば、就任直後の₁₉₉₃年に学事行政の
自由化（教科課程編成）、₉₄年には学科別入学定員廃止（各大学の裁量による）、₉₅年に編
入学・転学科の大幅緩和、そして₉₆年には前年制定の「教育改革法」によって決められた
大学設立・運営の「準拠主義」が適用されたのである。
編入学・転学科の大幅緩和とは、大学に入学してからも学生の適性に合った大学に移り
やすくするというもので、学校歴主義の強い韓国３）の学生側の要望を取り入れた政策と
言える。言わば、アメリカにおけるトランスファー（transfer）を取り入れたようなもの
である。この大幅緩和は、より威信の高い伝統大学を目指す「第二の入試」（馬越 前掲
書、₄₅頁）を引き起こし、大学に大きな混乱をもたらした。
諸政策の中でも大学設置・運営の「準拠主義化」は、これまでの設置許可基準（校舎、
校地、教員、財産等）を大幅に緩和化するものであり、この政策を境として大学の数は激
増し、定員も大幅に増えて需要を上回るまでになった。進学率の伸びも急速で、₁₉₉₃年に
₃₈．₄％であったものが₁₉₉₇年には₆₀．₁％となり、たった４年間で₂₀％以上も伸びたことに
なる。また韓国では少子化が進行し、₁₉₉₀年を小さな山のピークとして₁₈・₁₉歳人口が急
速に縮小していったことも、急速な進学率の伸びに貢献した（後掲の図２参照）。労働市
場の需要を無視した大衆迎合的な政策はやがて、労働市場とのミスマッチ、大卒者の非就
職率の高さなどの問題を引き起こすことになる。
₁₉₉₄年には、大学の相互評価である「大学総合評価制度」（７年に一度実施）が大学教
育協議会によって始められていた。事後における品質のチェックである。規制を緩和して
自由につくらせるが、事後に相互評価というチェックをかけて、基準に満たないものは
切っていくという新自由主義的な政策（競争と選択の原理）を取り入れたということだ。
しかし、このように大きく流れが変化する中で、大学教育の質を保障できたか、チェック
機能がうまく働いたかという点に関しては、大きな批判も出てきている。
⑺　第六共和国②（1998～現在）
₁₉₉₇年のアジア経済危機により、韓国も国家破産寸前の経済危機に陥り、IMF が介入
するなどして何とか最悪の事態を回避した。この経済危機のさなかの₁₉₉₈年、大統領に就
任したのが民主化の象徴でもあった金大中である。この国難を乗り越え、国家を再生させ
るため、「構造調整」、日本でいう「構造改革」が声高に叫ばれ、世界を意識し、グローバ
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ル化を目指した様々な取り組みが国を挙げて矢継ぎ早になされていく。とはいえ「国民の
政府」を標榜し、人々の評価や人気を意識する姿勢はポピュリズムとも揶揄されるが、こ
の後の大統領、盧泰愚（₂₀₀₃～₀₈）、李明博（₂₀₀₈～₁₃）にも強く引き継がれていく。
金大中は次世紀でのさらなる国家的発展をめざし、₁₉₉₉年に BK₂₁（Brain Korea ₂₁世
紀）事業を立ち上げた。それは国際競争力のある大学の育成、世界水準の大学院と研究人
材の育成（科学技術、人文社会科学、地方大学育成、特定分野の育成）を集中的に支援す
る高等教育人材養成プログラムであり、第一期（₁₉₉₉～₂₀₀₅）では実に１兆₃，₄₂₁億ウォ
ン（₂₀₀₀年当時の日本円で約₁₂₈₀億）が投入された（前掲書、₈₃頁）。世界水準を標榜す
るこの計画では、ソウル大学を中心とする₂₀校前後の威信の高い大学の、特に自然科学系
分野への集中投資がなされた。このプロジェクトは後の政権にも引き継がれ、₂₀₀₆年より
第二期プロジェクト（～₂₀₁₂まで）が実施され、総額２兆ウォンを超す投資がなされた。
BK₂₁が始まった年、金大中は将来の情報化社会、IT 社会を見据え、「Cyber Korea 
₂₁」プロジェクトを立ち上げ、世界に先駆けて IT のインフラ整備を積極的に推し進めて
いった。もちろん、大学もそうした IT 環境、インフラをいち早く整えていくこととなる。
₂₀₀₃年に政権の座に就き、「参与の政府」を標榜した盧泰愚も、前政権の流れを踏襲し
ながら、「構造調整」、大学改革に取り組んでいった（₂₀₀₆年からは BK₂₁の第二期プロ
ジェクトを開始）。特筆すべき政策として、₂₀₀₄年から始まった NURI 事業（New 
University for Regional Innovation Project）を挙げることができる。先の BK₂₁が世界に
通用する大学・大学院を育て上げることを目標にしているのに対し、NURI は国内の首都
圏の大学と地方大学の間にある大きな格差の是正を狙った。「国家均衡発展特別法」の制
定と同様、根強く残る地域間の不均衡を是正しようとするものである。様々な面で劣位に
置かれ、経営状況が厳しい地方大学を特性化させ、競争力をつけさせ、地方の発展につな
げようとする新たな事業であり、₂₀₀₈年までの５年間に１兆₄，₀₀₀億ウォンを投入した。
BK₂₁と並ぶ大きな高等教育政策として位置づけられた。
この政権で注目すべきもう一つの政策は、₂₀₀₄年に正式に確定された「大学構造改革方
案」である。これは大学の特性化を促進するとともに、大学の統廃合を積極的に推し進め
て類別化し、入学定員の削減を図る、さらには大学院の量的拡大にストップをかけ質重視
へ転換するなどの内容からなる。特に、少子化の中、あまりに肥大した大学数、入学定員
を減じ、大学の体質改善を行おうとするものであり、拡大路線からの是正・転換が明確に
図られた。さらに盧政権は、私立大学の不正経理や横領などの経営問題が後を絶たないこ
とを受け、私立学校法を改正して私学のガバナンスの透明性や民主性を高めようとして、
大学の情報公開制を決めた。
₂₀₀₈年、財閥企業の社長やソウル市長などを経て、与野党交替で大統領となった李明博
は、CEO 大統領などとも称された。先進一流国家建設のために前政権を引き継いだ「第
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二次科学技術基本計画」（₂₀₀₈～₁₂）を大幅に修正してまとめ、「₅₇₇イニシアティブ」と
して打ち出した。「WCU（World Class University：世界水準の研究中心大学）」育成事業
も就任後すぐに立ち上げ、₂₀₁₂年までの５か年計画で始めた。また、NURI 事業を引き継
ぐ形で打ち出した「教育力向上事業」は、従来の地方大学育成の側面もあったが、より競
争的資金配分を強化した。
大学評価制度についてもメスを入れ、韓国大学教育協議会が行ってきた７年に一度の総
合評価認定を廃止し、₂₀₀₉年より各大学が作成した自己評価報告書を２年に一度作成して
公表する義務を負わせた。従来の第三者評価機関による認定については任意とした。大学
の統廃合については、その基準をつくり、引き続き実施していき、定員の削減などを図っ
ている。また、前政権で作られた「教育関連機関の情報公開に関する特例法」が₂₀₀₈年か
ら施行され、₁₃領域約₅₀項目の情報を各大学ウェブサイトで公開と、教育科学情報部への
提出が義務付けられた（現在、www.academyinfo.go.jp で公開）。
３．統計データから見た韓国高等教育の推移
⑴　高等教育機関の種類と現状
韓国には₂₀₁₂年現在、₁₂種類の大学４）があり、その合計は₃₈₉校に上る（表２）。その
うち主たるものは一般的な４年制大学で₁₈₉校あり、全体の約半数を占める。次に多いの
表２．韓国の高等教育機関（2012年現在）
高等教育種類 学校数 学生 教員 入学生 卒業生 高等教育種類（英語表記）
専門大学 142 769,888 13,078 238,952 188,468 Junior College
（一般）大学 189 2,103,958 61,993 372,941 298,727 University
教育大学 10 18,789 842 3,923 5,225 Univ. of Education
産業大学 2 95,533 286 2,718 20,781 Industrial University
放送通信大学 1 254,652 149 28,822 25,401 Air & Correspondence University
サイバー大学⑴ 17 106,080 524 25,829 18,900 Cyber University（Undergraduate）
サイバー大学⑵ 2 4,784 32 2,336 1,017 Cyber University（Junior College）
遠隔大学⑴ 1 1,032 8 267 300 Distance University（Undergraduate）
遠隔大学⑵ 1 2,515 16 777 1,158 Distance University（Junior College）
技術大学 1 143 ︲ 58 49 Technical College（Undergraduate）
︲ ︲ 44 ︲ 18 14 Technical College（Junior College）
社内大学⑴ 1 94 10 16 32 College in the Company（Undergraduate）
社内大学⑵ 2 129 2 64 40 College in the Company（Junior College）
専攻大学 3 10,745 199 4,302 2,694 Specialization College
技能大学 12 26,505 881 9,173 6,370 Polytechnic College
各種学校⑴ 4 4,333 184 812 851 Miscellaneous School（Undergraduate）
各種学校⑵ 1 34 7 18 22 Miscellaneous School（Junior College）
（合計） 389 3,399,258 78,211 691,026 570,049 
出典：KEDI（Korean Educational Development Institute）　http://cesi.kedi.re.kr/（2013年２月５日）
　　　高等教育機関の日本語表記については、石川裕之（2011）を参考とした。
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は₁₄₂校ある２～３年制の専門大学、日本で言うところの短期大学で、これが₃₆．₅％の割
合である。この２種類の大学で全体の₈₅％に達する。その他の主な種類としては、教育大
学₁₀校、サイバー大学₁₇校などである。₂₀₁₀年に₁₁校、₂₀₁₁年に９校あった産業大学は合
併や総合大学化により２校となった。
４年制の₁₈₉大学に限れば、国立大学が₃₁校で₁₆．₄％、私立大学は₁₅₆大学で₈₂．₅％、公
立大学はわずか２大学、１％に過ぎない。その学生数でみると、₇₈．₂％を私立大学が占め
る。学校数で₇₇．₂％、学生数で₇₃．₄％を私立大学が占める日本よりも、私学占有割合は若
干高くなっている（₂₀₁₂年の４年制大学のみ－文部科学省「学校基本調査」）。
⑵　高等教育機関、学生数、進学率の推移
第二次大戦後における高等教育の伸びを見てみよう。図１は戦後から₂₀₁₀年までの高等
教育機関とそこに在籍する学生の数を経年で示している。わずか₁₉校であった高等教育機
関は、₂₀倍以上増加し、₄₁₁校までその数を増やした。あまり滞ることなく順調に数は伸
びたが、特に朴政権下の₁₉₆₀年～₆₅年と、₁₉₉₀年～₂₀₀₅年の間での伸びが大きい。₉₀年代
の伸びは、金泳三政権下での「準則主義化」などの政策の影響が大きい。しかし近年で
は、大学の統合政策なども進められ、少し減少した。学生数は大学数とは異なった上昇の
仕方を示している。₁₉₇₀年代まで、大学数は順調に伸びたものの、量的にはそれほど大き
な増加ではなかった。それが₁₉₈₀年以降、急激な伸びを示した。₁₉₇₅年に₃₁．₈万人であっ
たものが₈₀年には₆₄．₇万人へと倍増し、その５年後の₈₅年には₁₄₅万人、さらに₁₉₉₀年に
₁₇₀万人、₁₉₉₅年では₂₃₄万人に達した。₁₉₇₈年に入学定員の総量緩和がなされ、学生数は
大きく伸び始めた。さらに₈₀年代半ばは、「平生教育」としての開放大学や放送通信大学
出典：The Korean Educational Development Institute 2011, Brief Understanding of Korean Educational Policy
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図１．WWⅡ後の高等教育機関と学生数の推移
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の設置、学部増設等による総合大学化や第二キャンパスの建設などが推し進められた時期
である。₉₀年代は先にも述べた「準則主義化」が大きな影響を及ぼしている。₂₀₀₀年頃か
ら頭打ちにはなってきたが、₂₀₁₀年時点では約₃₆₀万人である。日本の大学・短大合計の
学生数は約₃₀₄万人（₂₀₁₀年）であるから、総人口で半分以下の韓国の方が、高等教育の
学生数で日本を上回っている。これは社会人大学生の多さによるところも大きい。
図２は₁₉₉₀年以降の４年制大学と短大（専門大学）数、大学進学率の変化を示したもの
である。₁₉₉₀年代を通じて、大学、短大はほぼ同数で、同じような伸びを示したが、₂₀₀₀
年を境として短大は伸び悩み、むしろ数を減らしてきている。これに対し４年制大学は、
統合・合併が進められる中にあって、伸びは小さくなったものの数を着実に増やし、2010
年には179校、図には示していないものの₂₀₁₂年には₁₈₉校となった。
進学率は₁₉₉₀年代半ばから急速に伸びた。₁₉₉₃年には₃₈．₄％で、進学率が停滞していた
日本と同水準であったが、設置基準「準則主義化」、「随意試験（推薦入試）」の導入など
の政策により、大学およびその定員の拡充へと大きく方向転換したことから、進学率は飛
躍的に伸びることとなる。その結果、₂₀₀₃年に₇₉．₂％となり、わずか₁₀年で進学率が倍増
した。翌₂₀₀₄年には₈₀％を超え、₂₀₀₈年には₈₃．₈％まで達したが、それ以降下がり始め、
2010年に₇₉．₀％、₂₀₁₁年には₇₂．₅% となった（中央日報 ₂₀₁₂年３月₁₉日ウェブ版）。わ
ずか３年で₁₀ポイント下がったことになる。とはいえ、オーストラリアやフィンランドと
並んで、世界最高水準にあることに変わりない。
出典：韓国教育開発院・教育統計サービス（http://cesi.kedi.re.kr/）「教育統計年報」
図２．大学・短大数と進学率の推移
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次の図３は、₁₉₉₀年以降の４年制大学（教育大学や産業大学は除く）と短期大学（専門
大学）の入学定員の推移を示したものである。大学の入学定員は₁₉₉₀年からの₁₀年間で約
₁₂万人、率にして₆₀％も増加したことになる。短大はそれ以上で、同期間に₁₆万人、率に
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して₁₂₅％の増加であった。いかにこの時期の拡大が急速であったかが分かる。しかし
₂₀₀₀年以降は大学で横ばい、短大では減少していっている。大学は₂₀₀₀年から₂₀₀₇年まで
に₁₄校増加したが、定員は１万人程度増えたにすぎない。この間に短大は₁₀校減少し、定
員は₅．₆万ほど減って、₂₀₀₀年比で₈₀％となった。この要因としては、少子化による受験
学生数の減少、少子化や定員割れの大学といった現状を受けて出された「大学構造改革方
案」（₂₀₀₄年正式決定）により定員の削減や大学の統廃合が明確に進められるようになっ
たこと、私立大学のガバナンスの透明化といった政策の実行が影響を及ぼしていると考え
られる。
出典：韓国教育科学技術部 HP（http://english.mest.go.kr/web/1734/site/contents/en/en_0228.jsp）
図３．入学定員の推移
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⑶　少子化と受験人口の減少
少子化と₁₈才の受験人口の推移については、図４から少し詳しく検討してみよう。受験
人口の推移については、韓国の統計にあった₁₈歳と₁₉歳の人口を合計したものを掲載して
いる。よって、これを２で割った数字がおよその₁₈歳人口となる（以後、２で割った数字
を使用）。₁₉₈₀年には約₉₂万であった₁₈歳人口は、増減しながら下がっていき、₂₀年後の
₂₀₀₀年には₈₃万にまで落ち込んだ。約₁₀％の減少である。これを小さな頂点として、以降
は急速な減少となり、₂₀₀₆年には約₆₂万人まで落ち込んだ。わずか６年間で₂₀万人、₂₅％
近くの減少である。先に見た入学定員の抑制、減少はこの急速な落ち込みの期間に行われ
たことである。
その後、₂₀₁₂年までは少しもちなおして₇₀万人まで増加するが、それ以降は₁₀年以上に
及ぶ一本調子の減少が続くことになる。韓国では、₂₀₀₅年に最も低い合計特殊出生率₁．₀₈
を記録するが、その年に生まれた子どもたちが受験年齢に達するのが₂₀₂₄年である。今日
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の₇₀万が、₂₀₂₄年には₄₃万となることが見込まれる。実人数では約₂₇万、率にして₃₈％の
減少である。既に子どもは生まれているのであるから、大規模な移民政策などが取られな
い限り、ほぼ確実な数字といえる。₁₉₈₀年の₁₈歳人口を₁₀₀とすると、₂₀₀₀年は₉₀、₂₀₁₀
年で₇₄、₂₀₂₄年では₄₆となり半数以下になる。たとえ₁₀₀％が進学したとしても、₂₀₀₇年
時点の大学と短大だけの入学定員約₅₅万人（教育大や産業大などの定員を含まず）であれ
ば、₁₀万人もの定員割れが起きる。それはわずか₁₀年後の現実なのであり、急激な対策が
促される理由でもある。
出典：Korea Statistical Information Service（http://kosis.kr/eng/）
注：図中で下線のない数字は５年ごと
図４．18・19歳人口の推移および予測と特殊出生率の推移
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⑷　大学ランキング
大学は学問や科学技術など研究・開発の拠点であり、世界レベルの高い水準を目指すこ
とはある意味で当然とされる。また、グローバル化が進み、国際標準が適用され、様々な
ランキングが発表される中で、国を挙げて、特に理科系を中心に世界で戦える研究・開発
拠点としての大学・大学院を育てようとするようになっている。特に韓国は₁₉₉₆年の経済
危機以降、世界水準の研究拠点大学づくりを目指した、国家を挙げての取り組みは顕著と
なっている。それは BK₂₁プロジェクトに最もよく表れており、世界水準の大学院、世界
水準の優秀な研究人材を育て上げ、「人的資源強国」をつくろうとする意図で、巨額の研
究資金を投じて始められた。李明博大統領による WCU（World Class University）プロ
ジェクトも同様の意図であり、特定の大学院を中心に巨額の研究資金が投じられた。ノー
ベル賞級の研究成果、そして様々な大学ランキングでの上位進出が目指されている５）。
その成果はどうだろうか。ここではイギリスの大学評価機関 QS（Quacquarelli 
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Symonds）が提供している大学ランキングを使用し、₂₀₀₅年以降の推移をみていく（表
３）。こうしたランキングは、発表する機関によって指標やその比重の置き方が異なるこ
と、またどうしても欧米が有利になるといったことも指摘され、様々な批判があるが、一
応の目安として取り上げた。
表３．大学の世界ランキングから見た韓国の大学（QS大学ランキングより）
大学名（英語） 大学名（漢字・カナ） 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
Seoul National University  
Korea
国立ソウル 63 63 51 50 47 50 42 37
KAIST：Korea Advanced Institute 
of Science & Technology Korea
韓国科学技術院 198 198 132 95 69 79 90 63
POSTECH：Pohang Universi-
ty of Science ＆ Technology
浦項工科 245 245 233 188 134 112 98 97
Yonsei University 延世 484 484 236 203 151 142 129 112
Korea University 高麗 150 150 243 236 211 191 190 137
Sungkyunkwan University 成均館 520 520 380 370 357 343 259 179
Hanyang University 漢陽 491 491 416 344 339 354 314 249
Ewha Womans University 梨花女子 535 535 552 401︲500 397 348 344 341
Kyung Hee University 慶熙 506 506 504 401︲500 374 345 245 270
Sogang University 西江 531 531 398 501＋ 379 397 392 391
Pusan National University 国立釜山 489 489 459 501＋ 371 392 401︲450 401
Inha University 仁荷 508 501＋ 451︲499 451︲499 451︲500 501
Hankuk University of Foreign Studies 韓国外国語 359 354
Kyungpook National University 国立慶北 537 537 493 501＋ 501︲600 451︲500 501︲550 501
Chung-Ang University 中央 437 437 423 401︲500 501︲600 551︲600 501︲550 551
University of Seoul ソウル市立 501
The Catholic University of Korea 韓国カソリック 451
出典：QS Top Universities（http://www.topuniversities.com/university-rankings/）
2005年は、“The Rank of Korea＇s Major Universities in International Evaluation”Lee, Hye-Jung 
「Higher Education in Korea 2009」より
 国公立大学　　　　  女子大学
表３を見ると、₂₀₀₅～₂₀₀₇年で₁₀₀位以内ランクインしたのはソウル大学のみで、₉₃
位、₆₃位、₅₁位と上昇しながら推移した。₂₀₀₈年には KAIST が加わり２校がランクイン
し、₂₀₁₁年からは POSTECH を含む３大学となった。KAIST、POSTECH ともに理工系
の大学・大学院で、他のランキング（例えば The Times Higher Education）ではソウル
大学を上回ることもある。国立の KAIST はソウル大学と並ぶ国家の威信をかけた理科系
の大学で、理系大学院の中心でもある。後者の POSTECH は韓国の浦項製鉄（現ポスコ）
によって₁₉₈₆年に設立された新しい工学系の大学・大学院であるが、海外から著名な研究
者を招致し、英語で授業を行うなどして、急速に業績・評価を伸ばした大学である。
その後に、延世、高麗、成均館といった私立の名門大学が₁₀₀位台にランクインした。
₂₀₀₆年まで₁₀₀位台は１ないし２校であったが、₂₀₁₂年では３校となり、ベスト₂₀₀には計
６校が入っている。特に延世と成均館は大きく順位を上げ、躍進をした。さらに、₂₀₀位
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台には漢陽、慶熙の２校、₃₀₀位台には唯一の女子大学である梨花女子と、近年躍進が著
しい西江が入っている。
ちなみに、日本の大学は₁₀₀位以内に６校（最高は東京大学の₃₀位）、₂₀₀位以内では₁₀
校がランクインしている。ランクの推移では、日本が停滞（特に外国からの教員や学生の
受け入れなどでの低評価が影響）しているのに対し、国を挙げて国際化を図る韓国が急速
に追い上げている。
４．現在における韓国の大学（University）リストと大学の特徴
韓国の大学についてほとんど何も知らない状態から始め、その概要を把握しようとする
とき、どのような大学が、いかなる規模で、どこに位置し、どのような歴史をもつのかと
いった基礎情報をまとめようとし考えた。しかし、韓国における大学名やその現状を知ろ
うとしたとき、日本の文献で紹介しているものは少ないようだ。唯一まとまったものとし
て、駐日本国大韓民国大使館教育官室監修で、遠藤誉・鄭仁豪編著による『韓国大学全
覧』（₁₉₉₇）がある。留学生や彼らを支援する大学教員への情報提供のために、『中国大学
全覧』（₁₉₉₆）に続いて、編集・発行されたものだ。₁₉₉₅～₉₇年時点における、４年制大
学の名称と学部・大学院等の組織、学生数、教員数、学校の沿革等がまとめて掲載されて
いる。特に、大学名も含めて漢字で表記されているものは、管見では、この文献以外にほ
とんどないのではなかろうか。
今日の４年制大学の把握については、韓国政府が営む「Higher Education in Korea」
サイト（http://heik.academyinfo.go.kr/main.tw）の“College Info”から、“University”
カテゴリーを検索し、そこに現れた大学のみをリストアップした。韓国では“要求者”の
利益のため大学に関する情報の透明性を高めるとともに、留学生の受け入れなど、大学の
グローバル化をめざした施策が進められている。その一環として大学情報に関するネット
上のサイトを作り、英語を含めた情報公開を積極的に推進しており、その成果が先の
「Higher Education in Korea」６）であり、留学生のための「Study in Korea」（http://www.
studyinkorea.go.kr）である。こうした英語サイトを使って大学情報を収集した。
₂₀₁₁～₂₀₁₂年における韓国４年制大学の一覧作成のための主たる情報源は、以上の二つ
（本とネット）である。しかし、『韓国大学全覧』が編集された₁₉₉₇年以後に創設された４
年制大学も多く、さらに近年、統合・合併も盛んに行われるようになっている。よって
『韓国大学全覧』に記載がない大学などについては、あるいは記載があっても大きな組織
改変があったと思われる大学については、それぞれの大学ホームページにアクセスし、情
報を確かめた（大学 HP については参考文献に記載していない）。そうして作成した大学
リストが後掲の表４である。
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表は地域、大学名（漢字・カナ表記）、大学名（英語表記）、大学種別、設置者、宗教、
₂₀₁₁年の学生数、₁₉₉₆年の学生数、４年制大学創設年、組織改変から構成されている。掲
載した大学は、表２に示した種類のうちの４年制大学で、（一般の）大学（University）、
教育大学、産業大学のみとした。サイバー大学や各種学校（例えば韓国文化遺産大学な
ど）は表の後ろに簡単な内容を記載した。宗教については、教会・教派が直接創設したの
か、あるいは宗教的な意図を持った個人が創設したのかによってかなり意味合いが異な
り、判別がしにくい。ここでは、筆者の判断で宗教色が強いと判断したもののみを示し
た。調査が不十分であるため、これ以外に宗教色の強い大学も少なからずあると思われ
る。₂₀₁₁年の学部学生数は先に挙げた“College Info”から、そして比較のために₁₉₉₆年
の『韓国大学全覧』に示された学生数も併せて掲載した。なお、₂₀₁₁年の学生数につて
は、“College Info”で示されていなかった大学についてはその HP で調べたものもある。
その数字がどの年度か不明なものについては“？”をつけるなどして示した。４年制創設
年については、いわゆる「大学校」としての認定された年度ではなく、４年制大学と認定
され、学生が入学した年である（認定された年の翌年になることが多い）。しかしなが
ら、その年の特定は確かなものではない。『韓国大学全覧』記載データを根拠に判断した
のだが、師範大学をどうみるか（２年制と４年制）、４年制大学学力認定校指定などの記
述もあり、判断は難しい。一つの目安として見てもらいたい。
なお、大学の掲載順に関しては、下の図５に示したソウル特別市、６広域市、９道（済
州特別自治道を含む）ごととした。さらに、国立（特別法による設立大学を含む）・公
立・私立に分け、アルファベット順で並べて示した。以下、今日における韓国４年制大学
の特徴を記述していく。
・大学の地域的偏在　　韓国の人口は、
₂₀₁₂年時点で₅，₀₉₄万人、ソウル特別市
₁，₀₁₉万、京畿道₁，₂₀₉万で、さらに仁川
広域市の人口を合わせると₂₅₁₃万人とな
り、総人口に占める割合は₄₉．₃％と約半
分になる（ソウル聯合ニュース日本語
版 ₂₀₁₃年１月₂₁日）。このように、ソウ
ル周辺の北西部に人口が集中しており、
地域的に大きな偏りがある。人、モノ、
カネがソウル近辺に集中し、地域格差が
大きいことが今日の韓国の特徴であり、
格差縮小・解決が大きな課題となってい 図５．韓国の行政地域区分
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る。よって当然のことであるが、この首都圏域（ソウル、仁川、京畿）に４割を超える大
学（第二キャンパスを除く）が集中しており、特にソウルにはソウル大学、延世大学、高
麗大学の“SKY”と称されるトップ３、さらには成均館、漢陽、慶熙、梨花女子といっ
た威信の高い伝統校がひしめいている。
・私立大学への偏り　　設置者別にみると、一般大学では私立セクターが圧倒的に多い。
韓国国立教育統計情報センター（₂₀₁₂）によれば、₂₀₁₂年度の大学数（一般大学のみ）
は、国立₃₁校、公立が僅か２校（ソウル市立と仁川市立）、私立₁₅₆校で合計₁₈₉大学とな
り、私立の割合が₈₂．₅％を占める（但し、表４に示した大学は一般大学₁₈₈大学であり、
残りの一校は特定できない）。学生数では、総数約₂₁₀万人のうち、国立₄₂．₇万、公立₃．₂
万、私立は約₁₆₄．₅万人で、私立大学の割合は₇₈．₂％となって、多数を占める。教育大学
₁₀校は全てが国立大学、産業大学は国立も私立もあるが、近年では総合化や合併により、
多くの産業大学は一般大学になっている。ちなみに、日本の４年制大学全体で私立大学の
占める割合（₂₀₁₂年度）は、大学数においては₇₇．₂％、学生数では₇₃．₄％となる（文部科
学省 ₂₀₁₂）。ただ日本と異なり、大学ランキング上位には私立が多く、前掲の表３のベス
ト₁₀（2012年）ではソウルと KAIST 以外、私立大学である。
・大学規模：小規模校の多さ　　最も学部学生数が多い大学は、慶熙大学の約₂₅，₀₀₀人
（第二キャンパス含まず、以下同様）で、２万人を超える大規模大学は８大学を数える。
このうち慶北大学以外は全て私立大学である。その一方、非常に少人数の大学も少なから
ずある。₁，₀₀₀人未満の大学は₃₃校、₁₉₉₆年の「大学設立運営規程」が定めた大学設立最
小規模₄₀₀人を基準にとれば（朴 ₁₉₉₈）、在学生がそれ以下の大学は₁₅を数える（但し、
学生数が不明な大学もあるので、実際の数はもう少し増える可能性が高い）。神学系大学
など宗教関連の大学が多い。
朴（₁₉₉₈）によれば、宗教系大学に限らず、こうした小規模大学は₁₉₉₆年の設立基準の
大綱化（準則主義）によって次々に誕生した。自律的に大学憲章を制定し、特性化された
大学の創設を促し、大学の多様化を図ろうとの政策をとった結果である。₁₉₉₆年末の４年
制大学数が₁₄₅校であったのに対し、同年に大学設立計画書を提出したのは₆₂校、審査の
結果、₁₉₉₇年３月に開校したのは₁₈校であった（朴前掲、₆₈頁）。約₃₀％が許可されたわ
けであるが、その数は既存の大学数の１割を上回る。こうして小規模大学が増加した。
・大学の定員割れ　　大学規模で見たように、小規模な大学が少なくない。学生数が基準
の半分、₂₀₀名以下の大学も見受けられる。₁₉₉₀年代の大綱化の流れ、特性化・多様化を
目指して小規模大学が数多く創設され、専門大学が４年制大学となったが、少子化の中で
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の学生集めは厳しい。特にソウル志向が強く、地域格差が大きい韓国にあって、地方大学
は苦しい状況にある。表には示していないが、大学情報が公開されている“College 
Info”には、大学の学生定員、在籍者数、定員充足率などの数字が掲載されており、その
率がかなり低い大学も地方では見受けられる。
金によれば、₂₀₀₈年度における新入生充足率は、地方私立大学で₉₄％（地方私立専門大
学では₈₇％）、新入生充足率が₆₀％未満の大学は₂₂校（専門大学では₁₉校）を数える
（₂₀₁₀、₃₇頁）。馬越はもっと厳しい数字を示しており、地方大学では定員充足率が７～８
割台、南部の全羅南道（光州を除く）では６割台に低迷し、ソウル首都圏や一部の広域都
市のみが₁₀₀％近い状況だとしている（₂₀₁₀、₁₄₀頁）。地方の私立大学や専門大学が置か
れた状況は特に厳しい７）。
・不実大学／閉鎖命令　　₂₀₁₁年に発足した「大学構造改革委員会」は、同年９月に就職
率や上で見た定員充足率、専任教員保有率など８～９項目の指標を評価し８）、４年制大学
₂₈校、専門大学₁₅校を「不実大学」として実名９）を公表した。これらの大学は、次年度
から政府の財政支援や新入生への学資貸し出しが制限されることになる（石川 ₂₀₁₂, ₁₄₀
頁）。これに関して教育科学技術部の李周浩長官は、中央日報と韓国教育開発院が主催の
教育フォーラムで、「政府財政支援制限大学₄₃校に含まれた大学がすぐに構造調整対象に
なるのではない。大学が自助努力を通じて来年の評価時にリストから脱出しなければなら
ない」（中央日報 ₂₀₁₁年９月７日）と話し、すぐさまの閉鎖ではないものの、早急な自助
努力による改善を迫っている。
実際、閉鎖を命令された大学もある。韓国教育科学技術部は、₂₀₁₂年８月₂₃日、高等教
育法の₆₂条１項（設立・経営者による重大過失）に反したとして（約₃₀の規定違反）、
Holy City Univ. に閉鎖命令を出した₁₀）。これは₂₀₀₀年の Kwangju Arts Univ.（光州芸術
大学）、₂₀₀₈年の Asia Univ.、₂₀₁₂年の Myungshin Univ.（明信大学）と Sunghwa College
（成和大学－専門大）に次ぐ閉鎖命令であった。問題を抱えた大学は少なからずあり、閉
鎖の継続も予想される₁₁）。
・大学合併・統合、定員減　　急速な少子化の進行と大学の定員割れを踏まえ、₂₀₀₄年に
は「大学構造改革方案」を出して国立大学の統合を加速させ、₂₀₀₆年には私立大学に対し
ても統廃合を促進する政策を打ち出した。表にもあるように、釜山大と密陽大、全南大と
麗水大、江陵大と原州大といった総合大学と、専門あるいは産業大学との統合などが行わ
れている（馬越 ₂₀₁₀、₁₂₇⊖９、₁₄₁⊖２頁）。しかし、実際には統合がスムーズに進まない
ことも多い。KBS World（日本語版 ₂₀₀₇年₁₂月₂₁日）によれば、₂₀₀₈年中に見込まれる
統合として全北大と群山大、慶尚大と昌原大、江原大と江陵大などを挙げたが、これらは
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まだ統合されていない。また同紙によると、教育人的資源部（現 MEST）は₂₀₀₉年まで
に大学・専門大学₃₅₈校の四分の一にあたる₈₇校前後を統廃合する計画だとしたが、実現
していない。私学でも、釜山の東明大と東明情報大、嘉泉医科大と嘉泉吉大、乙支医科大
とソウル保健大など統合・合併が行われ、名門梨花女子大学でも₁₅学部を₁₁学部とし、定
員を₁₀％減らした（KBS World ₂₀₀₇、井手 ₂₀₁₀）。
・宗教系大学　　日本外務省が HP で提供している韓国に関する統計によれば、宗教人口
比率が₅₃．₁％、その内訳は、仏教₄₂．₉％、プロテスタント₃₄．₅％、カトリック₂₀．₆％と
なっている。大学の設立、経営においても、宗教関連のものが少なくない。表４には、明
らかに宗教関連の団体あるいは個人によって設立されと思われる大学のみに記号を付して
おり、その数は少なくとも₆₀大学くらいはあるようだ。国立大学を含めた４年制大学（大
学校）₁₈₉大学のうち約３割、私立大学のみであれば４割にも及ぶ。日本と比べればかな
り高い比率である。宗派で最も多いと思われるのがプロテスタント、次にカソリックが続
くが、宗教人口比からすると仏教関連の大学は非常に少ない。宗教関連の大学はセミナ
リーを兼ねた小規模なもの、近年の規制緩和により４年制大学となったものも少なくな
い。₁₉世紀末の開国後、韓国に入ってきて布教をしたキリスト教団体がつくった学校をも
とにした大学もあり、その代表として延世大学、梨花女子大学などプロテスタント系の大
学が挙げられる。カトリック系では、韓国カソリック大学も近年、伸長が著しい。
・女子大学　　韓国の教育統計には、女子校、男子校という区分がある。４年制大学の中
で女子大学は梨花女子大学、淑明女子大学、誠信女子大学、ソウル女子大学、徳成女子大
学、同徳女子大学、光州女子大学の７校で、すべて私立である。また光州女子大学を除
き、他はすべてソウルにキャンパスがある。表には掲載していないが、専門大学（短期大
学）でも女子大学は７校ある。日本の４年制大学数は₇₈₃校（₂₀₁₂年度）で韓国の４倍ほ
ど、そのうち女子大学は国立２校、公立２校、私立は₇₃校で合計₇₇校あり、全体での女子
大学割合は、日本が₉．₈％であるのに対して、韓国は₃．₇％となり、半分以下の比率であ
る。ミッション系の大学は梨花女子大学とソウル女子大学の２校である。中でも梨花女子
大学は医学や法学の専門大学院、文系学部のほかに工学や経営学などを含む₁₁学部、学部
生約₁₈，₀₀₀人を擁する総合大学で、国内の大学ランキングでも₁₀位以内に入る名門校とし
て知られている。大学ランキングでは淑明女子大学がこれに次ぎ、この２校が他を引き離
している。女子学校として出発した学校も少なくないようだが、共学化していった学校も
多い。女子大学については、別稿にて論じることとする。
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9,
96
6
10
,9
84
19
55
62
国
立
、
82
総
合
し
、
現
名
州
38
0
19
68
（
済
州
教
育
）
93
大
学
校
、
08
統
合
↑
18
8
耽
羅
T
A
M
N
A
 U
N
IV
E
R
SI
T
Y
 
大
学
校
私
立
?2
01
3
－
19
97
出
典
：
1）
“
C
ol
le
ge
 I
nf
o”
 H
ig
he
r 
E
du
ca
ti
on
 in
 K
or
ea
（
ht
tp
:/
/h
ei
k.
ac
ad
em
yi
nf
o.
go
.k
r/
m
ai
n.
tw
）
20
12
.1
2～
20
13
.0
1ア
ク
セ
ス
2）
遠
藤
誉
・
鄭
仁
豪
（
編
著
）
19
97
、『
韓
国
大
学
全
覧
』
厚
有
出
版
。　
　
3）
必
要
に
応
じ
て
各
大
学
H
P
。
注
：
1）
 20
11
年
の
学
生
数
は
“
C
ol
le
ge
 I
nf
o”
よ
り
。
19
95
年
の
学
生
数
は
『
韓
国
大
学
全
覧
』
よ
り
。
但
し
、『
韓
国
大
学
全
覧
』
の
調
査
期
間
は
19
95
.1
0～
19
97
.2
で
あ
り
、
19
96
年
の
学
生
数
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
2）
 創
設
年
や
改
変
は
『
韓
国
大
学
全
覧
』
及
び
各
大
学
H
P
よ
り
。
こ
こ
で
い
う
創
設
年
と
は
４
年
制
大
学
に
な
っ
た
年
。
し
か
し
「
４
年
制
大
学
学
力
認
定
校
」
な
ど
の
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カ
テ
ゴ
リ
ー
も
あ
り
、
曖
昧
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。
3）
 宗
教
に
つ
い
て
は
不
明
確
な
点
も
あ
る
が
、
確
認
で
き
た
識
別
し
た
。
記
号
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
以
下
の
通
り
。
C
a：
カ
ソ
リ
ッ
ク
、
C
p：
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、
C
：
判
別
で
き
な
か
っ
た
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
、
B
：
仏
教
4）
表
中
で
色
を
付
け
て
い
る
も
の
は
次
の
こ
と
を
示
す
。
　
　
　
　
二
重
線
で
　
○
印
：
女
子
大
学
、
：
旧
女
子
大
学
　
：
第
二
キ
ャ
ン
パ
ス
　
　
　
　
太
線
枠
　
：
近
年
の
統
合
、　
　
　
：
第
二
キ
ャ
ン
パ
ス
5）
 N
o.
99
聖
民
と
聖
市
に
関
し
て
、“
C
ol
le
ge
 I
nf
o”
で
は
「
H
ol
y 
C
it
y（
聖
市
）」
と
な
っ
て
お
り
、
w
eb
サ
イ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
表
示
ア
ド
レ
ス
か
ら
「
聖
民
」
の
サ
イ
ト
に
つ
な
が
る
。
だ
が
、
内
容
は
表
示
さ
れ
な
い
。
※
 不
明
確
な
も
の
、
あ
る
い
は
間
違
い
も
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
修
正
が
課
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
間
違
い
な
ど
が
あ
れ
ば
ご
教
示
願
い
た
い
。
そ
の
他
、
次
の
よ
う
な
大
学
が
あ
る
の
で
参
考
ま
で
に
掲
載
し
て
お
く
。
出
典
は
上
記
“
C
ol
le
ge
 I
nf
o”
H
ig
he
r 
E
du
ca
ti
on
 in
 K
or
ea
。
地
域
大
学
校
名
（
漢
字
・
カ
ナ
）
大
学
校
名
︵英
語
︶
大
学
種
別
設
置
者
学
生
数
︵₂
₀₁
₁︶
ソ
ウ
ル
国
立
芸
術
K
or
ea
 N
at
io
na
l U
ni
ve
rs
it
y 
of
 A
rt
s
各
種
大
学
特
別
法
2,
31
4
忠
北
韓
国
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
K
or
ea
 C
hr
is
ti
an
 C
ol
le
ge
各
種
大
学
私
立
20
7
忠
南
国
立
文
化
遺
産
T
he
 K
or
ea
n 
N
at
io
na
l U
ni
ve
rs
it
y 
of
 C
ul
tu
ra
l H
er
it
ag
e
各
種
大
学
特
別
法
57
7
忠
南
韓
民
H
an
m
in
 U
ni
ve
rs
it
y
各
種
大
学
私
立
41
2
（
以
下
、
サ
イ
バ
ー
大
学
、
通
信
大
学
）
国
立
韓
国
放
送
通
信
K
or
ea
 N
at
io
na
l O
pe
n 
U
ni
ve
rs
it
y
通
信
国
立
??
?
建
陽
サ
イ
バ
ー
K
on
ya
ng
 C
yb
er
 U
ni
ve
rs
it
y
サ
イ
バ
ー
私
立
??
?
慶
熙
サ
イ
バ
ー
K
yu
ng
 H
ee
 C
yb
er
 U
ni
ve
rs
it
y 
サ
イ
バ
ー
私
立
9,
22
4
サ
イ
バ
ー
韓
国
T
H
E
 C
Y
B
E
R
 U
N
IV
E
R
SI
T
Y
 O
F
 K
O
R
E
A
 
サ
イ
バ
ー
私
立
8,
52
9
国
際
サ
イ
バ
ー
G
uk
je
 C
yb
er
 U
ni
ve
rs
it
y
サ
イ
バ
ー
私
立
2,
05
3
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
イ
バ
ー
G
L
O
B
A
L
 C
Y
B
E
R
 U
N
IV
E
R
SI
T
Y
サ
イ
バ
ー
私
立
1,
50
7
大
邱
サ
イ
バ
ー
D
ae
gu
 C
yb
er
 U
ni
ve
rs
it
y
サ
イ
バ
ー
私
立
4,
12
4
デ
ジ
タ
ル
ソ
ウ
ル
文
化
芸
術
D
IG
IT
A
L
 S
E
O
U
L
 C
U
L
T
U
R
E
 A
R
T
S 
U
N
IV
E
R
SI
T
Y
サ
イ
バ
ー
私
立
3,
68
2
釜
山
デ
ジ
タ
ル
B
us
an
D
ig
it
al
 U
ni
ve
rs
it
y
サ
イ
バ
ー
私
立
2,
25
3
サ
イ
バ
ー
韓
国
外
国
語
C
yb
er
 H
an
K
uk
 U
ni
ve
rs
it
y 
of
 F
or
ei
gn
 S
tu
di
es
サ
イ
バ
ー
私
立
5,
09
0
ソ
ウ
ル
デ
ジ
タ
ル
Se
ou
l D
ig
it
al
 U
ni
ve
rs
it
y
サ
イ
バ
ー
私
立
10
,8
74
ソ
ウ
ル
サ
イ
バ
ー
Se
ou
l C
yb
er
 U
ni
ve
rs
it
y
サ
イ
バ
ー
私
立
10
,5
39
世
宗
サ
イ
バ
ー
Se
jo
ng
 C
yb
er
 U
ni
ve
rs
it
y
サ
イ
バ
ー
私
立
5,
94
4
韓
国
サ
イ
バ
ー
K
or
ea
 C
yb
er
 U
ni
ve
rs
it
y
サ
イ
バ
ー
私
立
4,
36
6
オ
ー
プ
ン
サ
イ
バ
ー
O
pe
n 
C
yb
er
 U
ni
ve
rs
it
y
サ
イ
バ
ー
私
立
2,
19
3
圓
光
デ
ジ
タ
ル
W
on
kw
an
g 
D
ig
it
al
 U
ni
ve
rs
it
y
サ
イ
バ
ー
私
立
3,
86
3
漢
陽
サ
イ
バ
ー
H
A
N
Y
A
N
G
 C
Y
B
E
R
 U
N
IV
E
R
SI
T
Y
サ
イ
バ
ー
私
立
12
,8
78
和
信
（
？
）
サ
イ
バ
ー
H
w
as
hi
n 
C
yb
er
 U
ni
ve
rs
it
y
サ
イ
バ
ー
私
立
82
8
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５．まとめと課題
以上、WWⅡ後における韓国（大韓民国）の高等教育政策と高等教育機関の現状を概観
した。筆者がハングルに精通していないことから、日本語と英語の文献、英語 HP を拠り
所として情報を収集し、まとめたものである。分析はまだ途上で、結果として自分の中で
韓国の高等教育の流れと現状を整理したものとなった。また概観とはいうものの、大学入
試制度やカリキュラム、大学評価、留学政策、大学院政策など触れられなかった点も多々
ある。ここでは最後に、高等教育政策の流れを簡単にまとめた後、本稿を執筆する中で気
づいた今後の研究課題を述べる。
１）　まず、全般的にかなり強力な政治主導により高等教育政策が実行され、高等教育機
関や教員、学生は直接的に大きな影響を受けてきたことである。例えば朴正煕政権下にお
ける「大学学生定員令」による定員管理の強化、理系学部定員の拡充、地方大学への定員
増加、あるいはソウル大学を基幹大学と位置付けての集中投資といった政策が推し進めら
れた。戦前における日本の高等教育政策に似た、国家主導のマンパワー政策が展開された
のである。また、大学の自律化を進めるためとして、政府が「実験大学」を指定して実行
させるといった一見矛盾を孕んだような政策も取られた。戦前の影響で高等教育機関が未
発達な中、政府主導による高等教育の推進が大きな特徴であり、そうした政府主導は今日
でも見られる傾向だと言える。
２）　朴政権などの強権的な政策実行のあり方から、民衆の要望に応えようとする高等教
育政策の実行への変化を挙げることができる。「漢江の奇跡」と称される経済成長、中等
教育卒業者の増加による大学進学圧力の高まりに加え、大統領直接選挙制への対応、民主
化の進行などもあり、国家のマンパワー政策よりも、人々の要求に応える政策が優先され
るようになった。₉₀年代半ばには大学設置や大学定員の規制を大幅に緩和し、それが大幅
な大学進学率の上昇につながった。
３）　₁₉₉₇年の経済危機を経験する中で、BK₂₁、WCU など技術立国としての世界水準の
人材育成を図る「国家発展のための事業」に高等教育政策は組み込まれるようになる。特
定分野に限定するなどして、競争的資金を通じて大学・大学院へ多額の研究投資を日本に
先駆けて行うようになってきた。
今後の研究課題は多くあるが、まずは次のような点を挙げておく。
ⅰ）　高等教育の諸政策は、政権交代ごとに新たな方策が打ち出され、実行されてきた観
がある。こうした政策決定のあり方は、一貫性のない人気取りに振り回されているという
批判と同時に、高等教育機関任せではなかなか進まない改革を迅速に実行できたとのプラ
ス面も指摘される。情報インフラ整備、平生教育としての産業大学やサイバー大学の展
開、大学情報公開、大学の自己評価と相互評価、留学政策、競争資金の導入、地域間格差
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是正の NURI など矢継ぎ早に実行された。失敗例もあろうが、そこから見えてきた課題
を含めて、その高等教育政策から学ぶべきことは多い。
ⅱ）　もう一つ注目すべき課題を挙げるなら、少子化との関連での高等教育政策である。
日本の合計特殊出生率が₄．₀を割るのは₁₉₅₀年（厚生労働省 HP）、これに対し韓国は₁₉₇₃
年まで₄．₀を上回っていた。その韓国の特殊出生率が₂．₀を割り、₁．₇₄となって日本と同水
準になるのは₁₉₈₄年である（KOSIS HP）。日本が₃₀年かかったとろ、韓国はわずか₁₀年
で急速に少子化した。このような他に類を見ない少子化は、高度経済成長とそれに伴う富
裕化、高い教育的期待や学歴主義、さらには強い中央志向、あるいは若者の雇用不安など
といった諸要因が関連しているとみられ、その分析には社会的・歴史的背景への目配りが
不可欠であるが、何よりこれらは日本が直面する課題と共通するという意味でも重要であ
る。高等教育政策では、この関連で進められている定員削減や大学合併促進、大学の閉鎖
などが日本に先立って行われており、これらの政策は大いに参考とすべきものである。実
際、そうした意識をもった研究・調査もあるようだ。
ⅲ）　最後に、本研究の出発点である女子大学比較研究の観点から言えば、それぞれの大
学の歴史的背景や女子大学としての戦略をはじめ、追求すべき課題は多い。また諸大学の
改変を概観した時、女子大学から共学化した大学が少なからずあることが分かった。どの
ような大学が、どういった経緯で共学したのか、またなぜ女子大学としての生き残りが難
しかったのかといった点について、国家の高等教育政策との関連なども含めて考察してい
きたい。
注
１）韓国の高等教育の第一人者である馬越の他、有田（₂₀₀₆）、井手（₂₀₀₂、₂₀₀₇）、水谷
他による報告書（₂₀₁₀）、石川（₂₀₁₂）、両角（₂₀₁₂）による著書、論文や報告書の他、
東京大学大学院の大学経営・政策コースの大学院生による報告書もネットで公表されて
いる。さらには、自治体国際化協会の『CLAIR REPORT』No.339、（田中涼子執筆）
の特集（₂₀₀₉）、『カレッジマネジメント』による韓国特集（₂₀₀₅）などを挙げることが
できる。
２）本稿では、大学入試については扱っていないが、韓国が学歴社会（大学歴社会）で
あって、その大学入試の熾烈さは日本でもよく知られているところである。入試競争緩
和策として、「高等学校平準化制度」の適用・非適用の区別、私教育（塾など）の禁
止、高等学校の多様化、大学入試制度の改革などの政策が目まぐるしく実施されてき
た。こうした政策の流れについては、田中涼子（₂₀₀₉）「韓国の近代教育政策」（『CLAIR 
REPORT』No.₃₃₉）に詳しい。但し、無断転載が禁じられているので、内容には触れ
ない。
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３）韓国の学校歴主義を表すものとして、次のような数字がある。少し古くなるが、₂₀₀₅
年にモスクワで開催された、世界銀行の“Higher Education Seminar”で Kim, G. J.（教
育人的資源部…今日の教育科学技術部 MEST）が発表した資料によると、名門大学で
ある SKY（Seoul National －ソウル、Korea －高麗、Yonsei －延世、それぞれの大学
の頭文字）出身者が₁₉₈₀～₂₀₀₂年の全大臣に占める割合は₆₈．₄％（₂₈₈/₄₂₁）、₂₀₀₂年に
おける CEO の₃₉．₈％（₁₇₀₃/₄₂₈₁）、同年における国会議員の₅₇．₁％（₁₅₆/₂₇₃）を占
める。
４）馬越（₂₀₁₀）の付録資料「高等教育法」（₂₀₀₉年改正）によると、高等教育は次の７
種類に分類されている。すなわち、①大学、②産業大学、③教育大学、④専門大学、⑤
放送・通信大学（サイバー大学、遠隔大学含む）、⑥技術大学、⑦各種学校、である。
石川（₂₀₁₁）によると、₂₀₁₁年の改正により⑧社内大学、⑨専攻大学の二つが付け加え
られ、９種類となっている。この表２にある専攻大学（Specializing College）について
は言及されていない。
５）こうした国家からの大きなプレッシャーや国民の大きな期待が、₂₀₀₅年末に発覚した
ソウル大学・黄禹錫教授による ES 細胞に関する論文捏造事件の温床としてあるとの指
摘もなされている。韓国政府はノーベル賞に手が届きそうな科学者として、破格の研究
費や施設を提供される「最高科学者」の第一号として黄教授を選定した（中央日報日本
語版 ₂₀₀₅年₀₃月₀₂日 web 版）。また期待の余り、疑惑があったにもかかわらず政府青
瓦台は十分な調査を行わなかったなどとして政府責任論も出ている（中央日報日本語版 
₂₀₀₅年₁₂月₁₉日 web 版）。毎日新聞は、韓国で自然科学系でのノーベル賞を望むあま
り、規制を緩和し、潤沢な資金をつぎ込むなどして、国を挙げて全面的な支援をし、国
内世論も盛り上がっていた。そうしたかなりのプレッシャーも、こうした不正を働く要
因としてあるのではないかと、有識者へのインタビューを交えながら指摘している（毎
日新聞 ₂₀₀₅年₁₂月₂₄日朝刊）。
６）学生はもとより、授業料を支払う親も含めた教育需要者に対する大学の説明責任を果
たすための制度として、₂₀₀₈年に「大学情報公示制」が導入され、就職率や定員充足率
などを含む₁₃項目₅₅項目からなる大学情報の公開を義務化した（石川 ₂₀₁₁）。それを掲
載している政府運営サイトが今回利用した“College Info”（http://heik.academyinfo.
go.kr/main.tw）である。日本で今まさに行なわれようとしている大学情報公開である
（₂₀₁₁年４月法制化）。
７）馬越の数字は、年度を特定できないが、₂₀₀₄年前後～８年頃の数字だと推測される。
この他、井手（₂₀₁₀）はいくつかの道と広域都市の定員充足率（₂₀₀₉年度）と首都圏・
非首都圏×国立・私立の４類型で、₂₀₀₂～₂₀₀₉年の定員充足率推移を示している。
８）これらの項目ならびに評価基準とその実施手順ついては、両角（₂₀₁₂）に詳しい説明
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がある。
９）大学評価の一環として、政府は₂₀₁₁年に「大学構造改革委員会」を発足させ、４年制
大学に対しては定員充足率、就職率など８項目について評価をさせ、その結果を公表さ
せた。４年制では₂₃校が「不実大学」として指名、公表され、翌年度からの大学への財
政支援や新入生への学資金貸し出しを制限するなどのペナルティが課されることとなっ
たようだ（石川 ₂₀₁₁、₁₄₀頁）。
₁₀）MEST（韓国教育科学技術部）の HP に、“MEST announced the closure of Holy 
City University”としてプレス発表がなされている。（₂₀₁₂年８月₂₃日）
　（http://english.mest.go.kr/web/₄₂₂₀₈/en/board/enview.do?bbsId=₂₆₅&currentPage=
1&boardSeq=₃₂₄₈₀&mode=view）
₁₁）大学経営者の不正経理やガバナンスについては、かつてより少なからぬ問題点が指摘
されてきた（馬越 ₂₀₁₀、₁₄₅頁）。近年において報道された事例を挙げてみる。
　　中央日報（日本語版 ₂₀₁₁年₀₉月₀₇日）は、「韓国の教育科学技術部、校費横領などで
財政難の２大学に閉鎖を通知」との記事で、本文で挙げた大学の事例を報道した。「日
本の文部科学省に相当する韓国の教育科学技術部が６日、全羅南道順天にある４年制私
立大学の明信大学と全羅南道康津の私立専門大学の成和大学に事実上の閉鎖通知を行っ
た。明信大学が₂₇日までに校費横領額₆₈億ウォンの埋め合わせをせず、成和大学が設立
者の横領額など₇₂億ウォンを来月１日までに返却しなければ閉鎖手続きを踏むとい
う。…」としている。これらの大学名については、両角（₂₀₁₂、₄₈頁）に記載されてい
る。
　　朝鮮日報（日本語版 ₂₀₁₂年₁₂月₂₇日）は、「私立大学設立者が₈₀億円横領、３度目の
起訴」と題した記事を掲載した。「高校教師として働き₃₀代で私立学校を設立した男
が、経営する複数の大学の校費横領を繰り返した罪で３度目の裁判を受けることになっ
た。光州地検順天支庁刑事第３部は₂₆日、₂₀₀₇年から今年にかけ漢麗大学（全羅南道光
陽市）と光陽保健大（同）、西南大（全羅北道南原市）、新京大（京畿道華城市）の４大
学の校費₈₉₈億ウォン（約₇₁億₆₀₀₀万円）と、自らが経営する建設会社の資金など計
₁₀₀₄億ウォン（約₈₀億円）を横領した罪で、漢麗大設立者のイ・ホンハ被告（₇₄）を起
訴したと発表した。…イ被告は高校の生物教師として勤務する傍ら銭湯を経営し、稼い
だカネで₁₉₇₇年に学校法人のホンボク学院を設立した。その後、₃₅年間で学校法人７法
人と大学５校、高校３校を次々と設立し、光州市の南光病院、緑十字病院も買収し
た。…」との内容である。上記の大学（専門大学を含む）がすべて閉鎖したかどうかは
確認できていないが、経営者の個人的の責任から閉鎖へと追い込まれる大学もあるよう
だ。
D03069_安東由則2.indd   85 2013/04/30   15:23:54
― 86 ― ― 87 ―
引用・参考文献
有田伸　₂₀₀₆、『韓国の教育と社会階層：「学歴社会」への実証的アプローチ』東京大学出
版会
カレッジマネジメント　₂₀₀₅、『カレッジマネジメント』₁₃₁（特集：大学全入時代に到達
した韓国の高等教育最新事情）
遠藤誉・鄭仁豪編著（駐日本国大韓民国大使館教育官室監修）₁₉₉₇、『韓国大学全覧』厚
有出版
井手弘人　₂₀₀₂、「韓国における国立大学の再編：「国立大学発展計画」による動向を中心
に」『名古屋高等教育研究』２、pp.₁₈₅-₂₀₂
井手弘人　₂₀₀₇、「韓国高等教育における競争的資金配分と地方国立大学：統合・再編事
業への国家『介入』過程とその意味」『比較教育学研究』₃₅、pp.₁₀₇-₁₂₇
井手弘人　₂₀₁₀、「ここで起きているのは『未来の姿』か：『情報公開』の推進で競争原理
再編を図る韓国」『カレッジマネジメント』₁₆₃、pp.₄₂-₄₅
石川裕之　₂₀₁₂、「第７章　韓国における高等教育の質保証システムと学習成果アセスメ
ントのインパクト」深堀聰子（研究代表者）『学習成果アセスメントのインパクトに関
する総合的研究（プロジェクト研究・成果報告書）』国立教育政策研究所、pp.₁₃₁-₁₅₆
Kim, Gwang-Jo. （Ministry of Education & Human Resources Development） ₂₀₀₅、
“Higher Education Reform in South Korea：Policy Responses to ａ Changing World” 
in Higher Education Seminar. held by World Bank （₂₀₀₅年７月５日、モスクワ）PPT
資料
　（http://info.worldbank.org/etools/docs/library/₁₆₆₁₁₂/Session_１ _Dr_Kim.pdf）
Kim, Young-Chul. ₂₀₀₈、Understanding Korean Educational Policy. Vol.₂（Universalization 
of Tertiary Education）, Korean Educational Development Institute.
　（http://eng.kedi.re.kr/khome/eng/education/educationSeries.do）₂₀₁₂年₁₂月アクセス
金美蘭　₂₀₁₀、「韓国大学政策の動向」『IDE：現代の高等教育』₅₁₈、pp.₃₄-₃₉
Korean Educational Development Institute（KEDI）　₂₀₁₁　Brief Understanding of 
Korean Educational Policy.
Korean Educational Development Institute （KEDI）　₂₀₀₆、OECD Thematic Review of 
Tertiary Education：Country Background Report for Korea.
Lee, Hyun-Chong. （Secretary General, Korea Council for University Education） ₂₀₀₅、
“Country Report : Korea” （which was delivered at the Eighth Session of the Regional 
Committee under the Regional Convention on the Recognition of Studies, Diplomas 
and Degrees in Higher Education in Asia and the Pacific）
　米国 The Asia Pacific Academic Recognition Network HP より
D03069_安東由則2.indd   86 2013/04/30   15:23:54
― 86 ― ― 87 ―
　（http://www.aparnet.org/country_reports.htm#₂₀₀₅）₂₀₁₂年₁₂月アクセス
Lee, Hye-Jung. （Center for Teaching & Learning, Seoul National University） ₂₀₀₉、
“Higher Education in Korea ₂₀₀₉”（PPT document）米国 East-West CenterHP
　（http://www.eastwestcenter.org/fileadmin/resources/education/ed₂₀₂₀_docs/Korea.
ppt#₂₉₁，₂,South Korea at ａ Glance）　₂₀₁₂年₁₂月アクセス 
李星鎬　₂₀₀₆、「韓国の高等教育」アルトバック，P. G. & 馬越徹編『アジアの高等教育改
革』玉川大学出版部、pp₁₅₆-₁₈₇
馬越徹　₁₉₉₅、『韓国近代大学の成立と展開』名古屋大学出版会 
馬越徹　₂₀₀₆、「韓国の私立大学問題」『IDE：現代の高等教育』₄₈₁、pp.₅₄-₅₈
馬越徹　₂₀₁₀a、『韓国大学改革のダイナミズム』東信堂
馬越徹　₂₀₁₀b、「韓国における学術・大学院政策の動向：日米比較の観点から」広島大
学高等教育研究開発センター『戦略的研究プロジェクトシリーズⅡ　大学院教育の将
来：世界の動向と日本の課題』（特別教育研究経費「₂₁世紀知識基盤社会における大
学・大学院改革の具体的方策に関する研究」平成₂₀－₂₄年度より）
水谷健輔・金泰勲・金鉉玉・朴炫貞　₂₀₁₀、「第１章　韓国における高等教育制度と大学
の設置形態」『国立大学財務・経営センター研究報告 』₁₃、pp.₁₅-₃₉
Ministry of Education, Science and Technology；Korean Educational Development 
Institute （₂₀₀₈）、₂₀₀₈ BRIEF STATISTICS ON KOREAN EDUCATION.
文部科学省　₂₀₁₂、『平成₂₄年度学校基本調査』　政府統計の総合窓口（e-Stat）
　（http://www.e-stat.go.jp/SG₁/estat/）₂₀₁₃．₂．₀₁アクセス
両角亜希子　₂₀₁₂、「韓国における私立大学の自律性：『経営不良大学』をめぐる政策動向
を中心に」『大学経営政策研究』２、pp.₄₁-₆₃
OECD ₂₀₁₂、Education at ａ Glance ₂₀₁₂ Highlights.
　（http://www.oecd.org/edu/highlights.pdf）
朴孟洙　₁₉₉₈、「韓国の大学教育改革：ミニ大学を中心として」『高等教育ジャーナル（北
海道大学）』３、pp.₆₅-₇₅
朴炫貞（Park, Hyunjung）　₂₀₁₁、「韓国高等教育政策の分析：『政策の窓』モデルの適用
可能性」『東京大学大学院教育学研究科紀要』₅₁、pp.₉₃-₁₀₁
田中涼子　₂₀₀₉、『CLAIR REPORT』No.₃₃₉（特集：韓国の近代教育政策）、自治体国際
化協会
東京大学大学院教育学研究科大学経営・政策コース夏期集中講義参加者　₂₀₀₈、『₂₀₀₈年
夏学期「比較大学経営政策論（２）」報告書：韓国の大学の事例研究・大学の国際化』
（http://ump.p.u-tokyo.ac.jp/resource/₂₀₀₈₁₁₀₅-Report-Sowelu.pdf）
劉仁鍾（You, In-Jong）／馬越徹訳　₁₉₇₈、「韓国の大学教育改革における実験大学の役
D03069_安東由則2.indd   87 2013/04/30   15:23:54
― 88 ―
割」『大学論集』６、pp.₂₁₃-₂₃₀
新聞・放送局HP
ソウル聯合ニュース日本語版（₂₀₁₃年１月₂₁日）、「ソウルの人口が２年連続減少」
　（http://japanese.yonhapnews.co.kr/headline）
中央日報／中央日報日本語版（₂₀₁₂年３月₁₉日）、「国の大学進学率₇₂.5％…３年連続で急
速な落ち込み」（http://japanese.joins.com/article/）
中央日報／中央日報日本語版（₂₀₁₁年₀₉月₀₇日）、「韓国の教育科学技術部、校費横領など
で財政難の２大学に閉鎖を通知」　アドレス同上
朝鮮日報日本語版（₂₀₁₂年 ₁₂月₂₇日）「私立大学設立者が₈₀億円横領、３度目の起訴」
　（http://www.chosunonline.com/）
KBS World 日本語版（₂₀₀₇年₁₂月₂₁日）「国立大は統合、私立大は定員減」
　（http://world.kbs.co.kr/japanese/korea/program_basicinfo_detail.htm?No=₃₅₂）
公的機関HP
・韓国の公的機関
MEST：（Korean） Ministry of Education, Science and Technology（韓国・教育科学技術
部）（http://english.mest.go.kr/enMain.do）
Korean National Center for Education Statistics & Information
　（http://cesi.kedi.re.kr/index.jsp）
KOSIS：Korea Statistical Information Service　（http://kosis.kr/eng/）
KEDI： Korean Educational Development Institute
　（http://eng.kedi.re.kr/khome/eng/education/educationSeries.do）
Higher Education in Korea　（http://heik.academyinfo.go.kr/main.tw）
Study in Korea　（http://www.studyinkorea.go.kr/ja/sub/overseas_info/）
・日本の公的機関
外務省 HP（http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/korea/data.html）
文部科学省 HP（http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/₀₀₂/index₀₁.htm）
総務省統計局・政府統計の窓口 HP（http://www.e-stat.go.jp）
※ネット資料については、いずれも₂₀₁₂年₁₂月～2013年２月にアクセス。
D03069_安東由則2.indd   88 2013/04/30   15:23:54
